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【育てて食べる】2歳児ちゅうりっぷ組 

 
テーマの設定の経緯： 

・１歳児クラスの時に、幼児が畑で育てていたサツマイモに興味を持ち観察していた子ど

もたち。幼児組がサツマイモ堀りをした後に、自分たちでシャベルを持って畑に入り幼児

の真似をしてサツマイモ畑の土を掘ってサツマイモを掘り当てていた。それが楽しかった

ようで、しばらく園庭にでると畑にシャベルを持って土を掘り起こす姿があり、２歳児ク

ラスでは、子どもたちにさつま芋堀りを経験させたく活動に取り入れた。 

・サツマイモを育てる中で野菜を育てる楽しさやみんなで収穫を楽しみ味わうまでの経験

から食への興味、意欲へと繋げていく。 

探求活動の実践 

活動期間：4月 30日～11月 7日 

 

活動： サツマイモを育てて食べてみる 

テーマ 

環境をデザインする： 

 

・サツマイモの苗・畑・シャベル・ブルーシート・窯・

燃料・蒸し器・トング・ペーパー・ジョウロ・絵本 

子どもの様子 
・苗を見せ畑に苗を植える。初めはイメージできないと思っていたが昨年のサツマイモ

堀りが楽しかったようでジョウロで水をあげながら「大きくなーれ」と言ったり、「みん

なでおいもほりするんだもーん」と言ったり成長を楽しみにしていた。 

・サツマイモの収穫では、わざと蔓を切らないでみんなでもって「うんとこしょ！どっ

こいしょ！」など、力を合わせてサツマイモを抜く姿があった。蔓を引っ張って抜いた

後も自分たちで園庭のシャベルを持ってきて土を掻き分け土の中のサツマイモを見つけ

ている姿があった。その経験からか、クラスで劇ごっこや地面から出ている根っこを見

つけるとみんなでつながって抜く真似っこをしている姿があった。 

・芋ふかしの日には、自分たちが収穫したサツマイモが食べられると数日前から楽しみ

にする姿がある。ふかしている様子を真剣に見たり、食べる時も「あついから、フーフ

ーしないと！！」と、友だちと話し合う姿があった。食べると自然と友だちと顔を見合

わせ笑顔になっていた。 

活動内容  

・子どもたちと一緒に、サツマイモの苗を植える。 

・畑が乾いている時にはジョウロで水やりをする。 

・園庭遊びの際はサツマイモの成長を楽しみにする。 

・みんなでサツマイモの蔓をもちサツマイモを抜いた

り、シャベルで掘り起こしサツマイモを収穫する。 

・収穫したサツマイモをふかし、みんなで楽しく味わ

う。 

 

振り返りをふまえた気づき 

・自分たちで水やりや成長を観察する中で、少しずつ興味がでてきてようで子どもた

ちから話題にすることも多くなってきていた。成長を感じ言葉にすることで、植物に

対する愛着が芽生えてきているように感じる。また、サツマイモ堀りでは土や自然と

触れる心地よさを味わっているように感じた。 

・昨年の芋ほりの記憶と絵本などでイメージの共有ができたよう、見通しをもってサ

ツマイモ掘りの日やふかし芋を食べる日を楽しみにしている姿があった。また、育て

て食べるをテーマに探究活動をスタートしたが、サツマイモを育てて食べる中で、そ

こから劇ごっこや他の野菜への興味などにも繋がっている姿があり、活動を通して乳

児期の体験が子どもたちの食育や生活、遊びに繋がっているのを実感し今後もいろい

ろな体験が出来るよう活動を考えていきたい。 

 


